
「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。
また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。令和 8年 11月１日発行
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これ、知っちょった？
高校生議会事前学習会

Ｔｏｐｉｃ_02

小川議員のイチオシ !!
「江戸太神楽師 仙若さん」

高
校
生
議
会

準
備
ス
タ
ー
ト
！

新たな取組をはじめました

　今後の「はなみずき」 の発行にあたり、 皆
さんの意見を参考にするため、 WEB アンケー
トをはじめました。 皆さんの声をぜひお寄せく
ださい。
①今号でよかった内容
②取り上げてほしい内容
③はなみずきへの意見 ・ 感想

WEBアンケート 議員のひと言コメント
　今号から、 ページの下部（P ５～） に「 議
員のひと言コメント」 の掲載をはじめました。
議員一人ひとりの人となりが伝わるメッセージ
をお届けします。 ページをめくる楽しみとして、
ぜひご覧ください！
※ページの都合で、 今号では議席番号 2 ～
10 番の議員を掲載しています。 今号で掲載の
ない議員については、 次号で掲載予定です。



　小林市議会では、小林市の未来を担う高校
生に対して政治に興味・関心を持ってもらう
とともに、高校生の率直な意見を聞く場とす
るため、令和 6 年度から高校生議会を開催
しており、今年度も一般質問を 2 人以上の
チームで行う形式で開催予定です。

第 3 回高校生議会は、

令和 9 年 2 月 2 日（火） 開催予定 !

小林市について語ろう！

　高校生議会本番で会議を進行する議長役
を各高校から１人ずつ選出しました。議長
を務めてくれるのは次の３人です！

本番の議長役も決定！

小林高校：新
し ん で み ず

出水　理
り た

多さん

秀峰高校：宮
み や た

田　陽
は る む

向さん

小林西高校：八
や え お

重尾　勇
ゆ う あ

和さん

　３人の議長役の活躍もお楽しみに！

　小林市のいいところや問題点、「もっと
こうなってほしい！」という思いを付せん
に書いて出し合いました。
　遊べる場所やカフェが欲しいといった高
校生らしい意見だけでなく、I ターンの促
進や教育現場での AI の活用など、様々な
意見が出ました。

意見交換＆ワークショップ

こ

れ、
知っちょった

？

高校生が小林市の　未来を考える！

～高校生議会事前　学習会レポート～

　議員と高校生がお互いのことを知るため
に、実際に本会議で使っているマイクで自
己紹介をしました。

マイクを使って自己紹介！

　高校生議会本番で行う「一般質問」につ
いてスライドで説明。
　高校生が今の小林市をどう思っているか、
どんなまちにしていきたいか質問します。
　高校生の思いに対し、議員も現状や見解
を真剣に答弁します！

一般質問について説明
　高校生議会の目的や、過去にどんな質問
を高校生がしたのか、本番に向けてやって
いくことなどを説明。
　本番に向けて、主役である高校生のサ
ポートを議員も精一杯していきます。

本番に向けた準備！

勉強専用スペース
がほしい！

はなみずき№ 78 2はなみずき№ 783

高校生のチーム名決定！
　高校生たちのチーム名が決定しました！

　グループごとに考えられたユニークな名前

ばかり。それぞれのチームが議場でどんな質

問をするのかお楽しみに！

小林高校 ： チーム モルテン、 チーム NNT 小林

秀峰高校 ： チーム テナム、 チーム 福
ふ き の と う

機農党

小林西高校 ： チーム サンタン、 チーム セイヤ

　8 月 5 日（水）に開催。市内の高校３校（小
林高、秀峰高、小林西高）から 12 名が参加 !

事前学習会

高校生議会とは？

交通の便が
少なくて不便！

娯楽施設が
少ない！

水がおいしくて、
自然豊か！

自転車専用道路
がほしい！

閉まっている店舗の管
理はどうなっているの？

ごみの分別が他市よ
り厳しいのはなぜ？

I ターン促進の
整備が必要！

学生の資格取得の
補助金が欲しい！

　議会の役割や議員が普段どんなことをし
ているのかなどを説明。
　議会をちょっとだけ身近なものに感じて
くれたと思います。

議会・議員について説明

3

令和8年度
小林市高校生議会



有害鳥獣対策事業費
経済産業

分科会

小林駅周辺の施設整備

市立病院の黒字と医師確保

市民厚生
分科会

決算
概要

令和７年度一般会計決算

歳出総額　341 億 5,094 万 9,709 円
主なものとして･･･
■健幸のまちづくり拠点施設整備事業費　約 27 億 4,000 万円
■社会資本整備総合交付金事業費　約 5 億 4,000 万円
■ふるさと納税推進事業費　約 10 億 8,000 万円

前年度と比較して･･･
■地方特例交付金　　約 1 億 7,000 万円　　　　■国県支出金　約 11 億 1,000 万円
■分担金及び負担金　約 8,000 万円　　　　　　■寄附金　　　約 7 億 8,000 万円

増減

歳入総額　355 億 9,959 万 9,204 円

　　  　 経常収支比率は前年度 94.3％から 2.2 ポイント改善の 92.1％
※経常収支比率とは･･･経常的な経費に経常的な収入がどのくらい充てられて
いるかの比率で、低いほど財政が弾力的といえます。

ふるさと納税推進事業費

決
算
審
査
報
告

令
和
７
年
度

総務文教
分科会

はなみずき№ 785 はなみずき№ 78 4

子どもの悩みレスキュー事業費
《議案概要》

　ＴＥＮＡＭＵビル２階に豊かな学び支援室を設置し、不登校児童・生徒の支

援を行った。

　　不登校の状況は。

　　令和６年度と比較して増加している。

　　今後の取組は。

　　令和８年度に設置した不登校児童生徒支援協議会において今後の取組を検

討する。

答
問

答
問

《議案概要》

　ふるさと寄附金額は、過去最高額となる 21 億 847 万 5,900 円であった。

　　要因は何か。

　　返礼品画像をブラッシュアップするなど視認性を向上させ、また、ポイン

ト付与廃止前の駆け込み需要をうまく捉えることができた。

　　寄附額の目標を達成するための取組は。

　　これまでの取組を継続的に行い、シティプロモーション推進事業をはじめ

とした他事業との連携により相乗効果を生み出し、さらなる寄附獲得につなげ

ていきたい。

答
問

答
問

　今号から議員の人となりを知っていただくために、「議員のひと言コメント」の掲載を始
めました。今号のテーマは「つい言ってしまう口ぐせ」です。次ページからご覧ください。

議員のひと言
コメント

困りごとの相談窓口強化
《議案概要》

　複雑化・複合化した困りごとを相談内容にかかわらずに受け止め、伴走的支

援や解決等につなげる重層的支援体制整備事業を実施した。

　　複雑な家庭問題や緊急の困りごとが発生した際、市民が迷わず相談できる

窓口はどうなっているか。

　　社協への委託等により包括的に支援しており、 相談件数は延べ 2,500 件を超え

ている。 関係機関が分野を超えて連携できるよう、研修等を実施し、体制を整えている。

　　緊急を要する事態や困りごとが発生した際、市民が迷わず相談できる窓口

について検討されたい。

答

問

意

《議案概要》

　令和７年度決算は、患者数の増加、物価高騰対策補助金の受入及び繰入金に

よる影響で、３年ぶりの黒字となった。

　　一般会計からの約９億５００万円の繰入金で黒字となったが、資金繰りが

厳しい状況や内科などの常勤医師不足への対応はどうか。

　　医業収益による収支改善を進めるとともに、大学病院等との連携をさらに

強め、引き続き医師確保に努めていく。

　　地域医療連携推進法人の設立協議について、西諸医師会や民間の医療機関

とも連携体制を築きながら、協議の再開・推進に向けて丁寧に取り組まれたい。

答

問

意

《議案概要》

　令和 7 年度は、東京大学先端科学技術研究センターの教授をアドバイザー

に迎え、市民ワークショップや先進地視察等を実施した。

　　視察の成果は。

　　課題や問題意識を共有し、市民ワークショップの意見として反映させ、基

本構想を策定した。

　　市民が利用しやすい施設となるよう協議し、整備されたい。

答
問

意

《議案概要》

　有害鳥獣防止交付金関係事業費補助については、採択が 1 地区のみとなっ

たため、減額を行った。

　　県内でも予算がつきにくい状況だが。

　　全国的に国の予算が熊対策等に重点が置かれる傾向がある。

　　深刻な被害に悩む生産者の声を踏まえ、国の補助金における審査基準等の

緩和について要望されたい。

答
問

意

小
お が わ

川 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…「いずれにしてもさあ」をよく使う
と娘に言われました。ついつい使ってしまいます。



委員会でのおもな質疑と審査結果を報告
Focus!! 私 た ち の 暮 ら し は ど う か わ る⁇

令和 8 年 9 月定例会は、8 月 31 日（月）

から 9 月 30 日（水） までの 31 日間

の日程で開催され、 議案 11 件を委員

会に付託し、 審査しました。

委員会でのおもな質疑と審査結果を報

告します。

経済産業委員会・分科会

◆県単独土地改良事業費 ◆新市誕生 20 周年記念事業費

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

問答意

（県単独土地改良事業費 予算額　5,500 千円） （新市誕生 20 周年記念事業費 予算額　5,000 千円）

《議案概要》

　野尻原土地改良区の不要となる水利施

設において危険箇所を特定し、将来の災

害を防ぐための調査を行う。

　　調査に至った経緯は。

　　土地改良区から令和 2 年に要望書

が提出され、県等と協議を進め、今回調

査するに至った。

　　要望から数年経過しており、住民の

安全面を考慮し、早急な調査と対策を迅

速に進められたい。

意

答
問

《議案概要》

　こばやし秋まつり 70 周年の企画とし

て、サンリオキャラクターとダンサーを

招致し、パレードを実施する。

　　費用対効果は。

　　全国的に知名度の高いキャラクター

を招致することで多くの集客が見込ま

れ、経済波及効果が期待される。

　　本市に招致する価値を十分に見いだ

し、実行委員会の主体性が保たれるよう、

寄り添った対応を図られたい。

答

意

問

市民厚生委員会・分科会
◆民生委員の活動支援拡充

（民生委員・児童委員活動事業費 予算額　977 千円）

《議案概要》

　燃料代や物価高騰に伴う活動負担を

和らげるため、民生委員活動費を引き上

げる。

　　活動費の増額内容と、 高齢化や担い

手不足が進む地域見守り活動への支援は。

　　県の民生委員費負担金の単価改定

に合わせ、 県補助分 ・ 市単独分それぞれ

3,800 円引き上げた。 活動しやすい環境

について、 民生委員 ・ 児童委員の方々と

対話をしていく。

　　報酬の支給は無く、 活動費のみでボ

ランティアに近い状態で活動をしていただ

いている中で、 定数に満たない地区や民

生委員の高齢化が進む地区もある。 福祉

協力員等との協力体制も含め、 新たな担

い手の確保について検討されたい。

答

意

問

◆市税条例の改正と市民周知
（小林市税条例の一部改正）

はなみずき№ 787
つい言ってしまう口ぐせは？…「ちょっしもた」と失敗したときや
忘れ物をしたときに思わず言ってしまいます。

野
の だ

田 議員 はなみずき№ 78 6

総務文教委員会・分科会
◆地域未来共創プロジェクト

（地域未来共創プロジェクト事業費予算額　1,485 千円）

◆運動公園プールろ過機の更新
（運動公園等スポーツ施設管理運営事業費（臨時）

 　　　　　　　　　　　予算額　13,970 千円）

《議案概要》

　既存のろ過機は設置から 25 年経過し

ている。劣化により弁のすり合わせが悪

く水漏れしているため、更新を行う。

　　更新の効果は。

　　水漏れが停止し、水温が保たれるた

め、水道料金と電気料金が抑制される。

　　市民への影響は。

　　ろ過機の納期が約３か月、取替えに

約１か月かかり、その間は休館となる。

答
問

答
問

《議案概要》

　若者が地域の課題や未来を語り合い、

実践につなげるために「小林市若者会議」

を設置する。

　　参加対象は。

　　市内９地区の若者、大学生等、市役

所若手職員。

　　業務委託の内容は。

　　地域づくりのノウハウを持つ業者を

選定し、会議の構成や司会進行などの業

務支援を行う。

　　市内から幅広く参加者を募り、若者

の斬新なアイデアや意見をくまなく集約

されたい。

問
答

意

問
答

能
の せ

勢 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…「よかもんはよか、いかんもんはい
かん」が議決の理由を市民に伝えるときの口ぐせです。

「セルフメディケーション税制」 とは、 健康診断

等を受け、 特定の市販薬を年間 12,000 円を

超えて購入した場合に、 その超過分を所得から

差し引ける医療費控除の特例制度のこと。

おしえて
こすモ～

豆辞典

《議案概要》　

　年金受給者の扶養申告書の提出義務の

範囲拡大や、 セ
◇豆辞典

ルフメディケーション税制

の見直し等に伴うもの。

　　年金受給者の条例改正に伴う混乱の

懸念と、 セルフメディケーション税制の適用

時期は。

　　申告書提出の対象者には日本年金機

構から書類が届く。 今回の改正は令和 9

年以降の購入分から適用され、 令和 10

年申告から該当する。

　　改正内容が多く、 施行時期も異なる

ため、 市民目線に立った丁寧で分かりやす

い周知を確実に実施されたい。

意

問

答



はなみずき№ 789 橋
はしもと

本 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…戸が開けっ放しのとき、駆け込んだ
トイレが和式だったときなどに、「モォ〜！」と鳴きます。

はなみずき№ 78 8松
まつみね

嶺 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…外では「ですです」「じゃがね」、家
では「だって」。肯定と否定、どちらも本当の自分。

令和 8 年第 7 回定例会   表決結果一覧 ( 令和 8 年 8 月 31 日～ 9 月 30 日 )
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R7 決算
議案 56

一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 57 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 60 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案 61 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

R8 補正予算
議案 66

一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

条例関係
議案 74

税条例の一部改正
地方税法等の一部改正に伴い、市税の課税事務
についてこれと同様の措置を講ずるための改正

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○
原案
可決

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

R7 決算
議案 58

物品購入特別会計歳入歳出決算の認定
原案
可決

議案 59
西諸地域介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算
の認定

原案
可決

議案 62 水道事業会計決算の認定
原案
可決

議案 63 下水道事業会計決算の認定
原案
可決

議案 64 農業集落排水事業会計決算の認定
原案
可決

議案 65 病院事業会計決算の認定
原案
可決

R8 補正予算
議案 76

一般会計補正予算（第 5 号）【9 月 9 日追加議案】
原案
可決

議案 67 国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決

議案 68 介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決

議案 69 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決

議案 70 水道事業会計補正予算（第３号）
原案
可決

議案 71 病院事業会計補正予算（第１号）
原案
可決

条例関係
議案 72

印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正
国が定める印鑑登録証明事務処理要領の一部改正
に準じ本市の印鑑登録証明の事務を見直すととも
に、出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴
い特定在留カード等を活用した印鑑登録証明書の
交付を可能とするための改正

原案
可決

議案 73

認可地縁団体印鑑登録及び証明に関する条例の一
部改正
地方自治法施行規則の一部改正に伴い、同規則の
規定の整備に対応するための改正

原案
可決

議案番号 議案名

◆全会一致の議案◆

表決
結果

議案 75

青い鳥育英資金貸付基金条例の一部改正
定額運用基金である青い鳥育英資金貸付基金の一
部について不納欠損処分を行ったことに伴い、同
基金の額から欠損相当額を減額するための改正

原案
可決

その他
議案 77

委託契約の締結【9 月 9 日追加議案】
令和８年度（繰越）国スポ・障スポ施設整備事業カ
ヌー・ローイング競技場コース設営業務委託契約を
締結することについて、議会の議決を求めるもの

原案
可決

議案 78
財産の取得【9 月 9 日追加議案】
消防ポンプ自動車を取得することについて、議会
の議決を求めるもの

原案
可決

議案 79

損害賠償の額を定めることについて
市立病院において発生した医療事故に関し、損害
賠償の額を定めることについて、議会の議決を求
めるもの

原案
可決

人事案件
諮問 4・5

人権擁護委員の候補者の推薦【9 月 9 日採決】
・村田 道子（むらた みちこ） 氏
・有馬 泰子（ありま たいこ） 氏

同意

請願
請願 2

地方財政の充実・強化を求める意見書の採択を行
い関係機関への送付を求める請願

採択

請願 3

小林市における飼い猫及び所有者のいない猫の不
妊去勢手術努力義務化等を盛り込んだ動物愛護・
適正管理条例の制定を求める請願
※継続審査の申し出に対する表決

継続
審査

請願 4
精神障がい者２級まで障がい者医療費助成制度の
対象としてください
※継続審査の申し出に対する表決

継続
審査

陳情
陳情 2

排泄に課題を抱える障害者の日常生活用具へ排泄
予測支援機器の追加認定についての陳情
※継続審査の申し出に対する表決

継続
審査

意見書
意見書 1

【総務文教委員会提出議案】
地方財政の充実・強化を求める意見書

原案
可決

◆その他◆（前ページからの続き）

報告案件
報告 6

専決処分した事件の報告
小林市役所本館一般駐車場において徴収嘱託員が公務で使用している車両が一般車両
に接触して発生した物損事故について、和解し、損害賠償の額を定めたもの

報
告
に
対
す
る

質
疑
を
も
っ
て
終
了

報告 7
専決処分した事件の報告
小林市役所野尻庁舎職員駐車場において草刈り作業中に発生した物損事故について、 和解
し、 損害賠償の額を定めたもの

議案番号 議案名 表決
結果

９月定例会の
録画配信ページ

はこちら▶

◎議案の内容
はこちら▶

徹底討論 議案第 56 号　一般会計歳入歳出決算の認定

能
の せ

勢 誠
まこと

 議員
ふるさと納税推進事業は、 多額の流用により予算管理が不
適正である。 ひいらぎアリーナは、 DB 方式の選定課程に
疑問が残る。 未払い問題への内部調査だけの対応は不十
分で、 第三者委員会の検証が不可欠と考え、 反対する。

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員
子どもの健全な成長を願えば、 複式解消のための講師の常
勤化、 過度の ICT 利用を抑制する規制が必要。 また、 健
幸のまちづくり拠点施設の「未払い問題」 の真相究明はま
だ終わっていないとして、 決算認定に反対する。

大
おおさこ

迫 みどり 議員
物価高騰で生業の継続が困難な農家 ・ 小売店等や中低所
得者等に市独自支援施策がなかった。 プレミアム付き商品
券は偏りがあり不平等。 健幸のまちづくり拠点施設建設で、
委託料支払後に追加分が発覚したことなどを踏まえ、 反対。

反対討論

小
お が わ

川 真
まこと

 議員
大型事業を進めながらも市債残高を抑え、 基金を積み増し
た財政運営を評価。 約 2.24 億円の支払い漏れは残念だ
が、 どうしても不測の事態は起こり得る。 だからこそ原因を
検証し、 次の改善につなげることを求め、 賛成。

賛成討論

議案第 66 号　一般会計補正予算（第 4 号）

金
かねまつ

松 勲
いさお

 議員
スマート農業機械等導入補助やサンリオパレードを誘致する
新市誕生 20 周年記念事業、 国スポ大会準備事業、 小林
市若者会議の設置による地域活性化を構築する事業などが
予算化されている。 財源の妥当性、事業内容を評価し賛成。

賛成討論
橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員
500 万円でサンリオパレードを招致するのが、 須木との合
併 20 周年記念の事業としてふさわしいだろうか。 秋まつり
の成功とは別問題。 音楽 ・ 演劇 ・ アート体験等、 より文化
的で市民参加型の取組はできなかったのか。

反対討論

【結果】

　本会議で総務文教委員長から提案理由説明が

あり、採決の結果、全会一致で可決、関係行政

庁へ送付しました。

　※意見書の全文は、二次元バーコードからご

覧ください。

意見書第 1 号
地方財政の充実・強化を求める意見書

意見書の全文
はこちら▶

議員辞職のお知らせ
　令和８年９月 30 日、 有

あ り き

木 将
し ょ う ご

吾 議員から議員

辞職願いが提出され、 地方自治法第 126 条の規

定により、 同日の本会議にて辞職が許可されまし

た。 これにより、 小林市議会は現員数 17 名とな

りました。

　　詳しくは、 ホームページをご覧ください。

ホームページ
はこちら▶



一
般
質
問

9
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
者
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
、

録
画
配
信
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

問答意

　
　

　
　

　
　

子
牛
死
亡
の
主
な
要
因
は
。

　
　

分
娩
時
に
お
け
る
難
産
や
分

娩
の
遅ち
た
い滞
、
新
生
児
異
常
な
ど
が

あ
る
。

　
　

経
済
的
損
失
の
対
策
は
。

　
　

令
和
７
年
度
の
死
亡
頭
数
が

１
０
５
２
頭
で
あ
る
。
令
和
７
年

度
の
市
場
平
均
価
格
で
計
算
す
る

と
約
７
億
５
７
０
０
万
円
が
繁
は
ん
し
ょ
く

殖

農
家
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
分ぶ
ん
べ
ん
ゆ
う
き

娩
誘
起
ホ
ル
モ
ン
剤
投
与

推
進
事
業
費
補
助
を
活
用
し
、
獣

医
師
の
適
正
な
診
断
を
経
て
分
娩

事
故
の
低
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　

昨
年
４
月
か
ら
一
般
競
争

入
札
が
５
０
０
０
万
円
か
ら

２
０
０
０
万
円
に
変
更
さ
れ
た

が
、
効
果
・
検
証
は
。

　
　

令
和
７
年
度
は
実
施
率
約

30
％
と
な
り
、
市
内
業
者
の
受
注

機
会
の
拡
大
に
繋
が
っ
た
と
分
析

し
て
い
る
。

　
　

不◇
豆
辞
典調

・
不
落
の
改
善
点
は
。

　
　

建
設
業
の
人
手
不
足
な
ど
、

供
給
力
も
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
適
正
な
入
札
執
行
に
つ
い
て

関
係
者
か
ら
意
見
を
伺
う
と
と
も

に
、
国
・
県
の
状
況
も
注
視
し
な

が
ら
改
善
を
含
め
た
取
組
を
行
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

■
財
政
運
営
に
つ
い
て

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

有
あ り き

木 将
しょうご

吾 議員

経済対策は少子化対策
入
札
制
度

問問
　
　

本
市
の
宿
泊
施
設
の
現
状
は
。

　　　　
仕
事
や
旅
行
、帰
省
な
ど
ニ
ー

ズ
が
あ
る
が
、
宿
泊
施
設
は
減
少

し
て
お
り
、
確
保
し
に
く
い
状
況
。

　　　
「
地
域
×
大
学
」
地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
須
木
地
区
の
み
な
ら

ず
野
尻
地
区
や
生
駒
地
区
で
展
開

で
き
な
い
か
。

　　　　
県
の
事
業
で
、
U
M
K
が
受

託
し
小
林
市
が
選
定
さ
れ
た
。
関

西
学
院
大
学
と
連
携
し
、
須
木
地

区
の
地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
野
尻
地
区
や
生
駒
地
区
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す

る
価
値
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　　　

早
急
な
宿
泊
施
設
の
建
設
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
な
ど
、
観
光
地
や
宿
泊
施
設
と

連
動
し
た
プ
ラ
ン
造
成
は
可
能
か
。

　
　

自
然
環
境
を
生
か
し
た
滞
在

型
コ
ン
テ
ン
ツ
は
有
効
な
手
法
で
あ

る
が
、
具
体
的
な
整
備
計
画
や
民

間
事
業
者
か
ら
の
提
案
は
な
い
。

　　　

宿
泊
施
設
は
不
足
の
状
況

だ
。
公
設
民
営
の
考
え
は
。

　　　　
過
去
に
検
証
し
た
が
、
現
時

点
で
は
実
現
が
難
し
い
。

　　　　
観
光
戦
略
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

を
含
め
、
小
林
に
宿
泊
を
さ
れ
た

上
で
、
さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
生

む
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。

宿泊の付加価値向上を
答答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

観
光
戦
略

答

答

答

問問問畜
産
の
現
状
と
対
策

問意

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ご
み
分
別
虎
の
巻
の
こ
れ
ま

で
の
変
更
内
容
は
。

　
　

ラ
ッ
プ
・
チ
ュ
ー
ブ
類
・
飲

料
用
紙
パ
ッ
ク
・
レ
シ
ー
ト
を
燃

や
す
ご
み
に
変
更
す
る
な
ど
し
た
。

　
　

令
和
７
年
度
改か
い
て
い訂

の
虎
の
巻

は
見
づ
ら
い
と
聞
く
が
。

　
　

次
回
改
訂
で
は
配
慮
す
る
。

　
　

家
庭
ご
み
の
収
集
は
市
の
責

任
で
行
う
と
認
識
し
て
い
る
が
、

間
違
い
な
い
か
。

　
　

適
正
に
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

市
の
責
任
で
処
理
す
る
。

　
　

ふ
れ
あ
い
収
集
の
要
件
緩
和

を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進

み
、
一
定
の
条
件
緩
和
は
検
討
す

べ
き
。
現
在
の
収
集
体
制
も
加
味

し
、
研
究
し
た
い
。

　
　

牛
乳
パ
ッ
ク
等
を
燃
や
さ
ず

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
い
方
の
た
め

に
、
市
で
回
収
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
の
委
託
先
で
は
フ
ィ
ル

ム
加
工
の
も
の
は
一
般
の
紙
と
処

理
工
程
が
違
う
た
め
、
燃
や
す
ご

み
と
し
て
い
る
。

　
　

硬こ
う
し
つ質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
追
加
で
き
な
い
か
。

　
　

清
掃
工
場
へ
の
持
ち
込
み
に

限
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
に
国
は
燃
や
す
こ

と
か
ら
大
転
換
し
、
ご
み
減
量
が

進
ん
で
い
る
。
小
林
の
分
別
は
間

違
っ
て
い
な
い
こ
と
を
市
民
に
周

知
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

環境に配慮した分別を
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

大
おおさこ

迫 みどり 議員

問 問
　
　

　
　

地
域
を
支
え
る
消
防
団
員
の

な
り
手
不
足
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　　　　
消
防
団
員
の
加
入
低
下
が
地

域
防
災
力
の
低
下
に
直
結
す
る
と

捉
え
て
い
る
。
消
防
団
の
処し
ょ
ぐ
う遇

改

善
や
機
能
別
消
防
団
の
導
入
等
に

よ
り
団
員
の
確
保
に
努
め
る
。

　　　　
北
海
道
東
川
町
は
様
々
な
施

策
を
展
開
さ
れ
、
人
口
が
増
加
・

維
持
傾
向
に
あ
る
。
中
で
も
、
生

ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
贈

ら
れ
る
「
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や
、
中
学
校
で
３
年
間
使
っ
た
椅

子
を
卒
業
時
に
記
念
と
し
て
持
ち

帰
る
「
学
び
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
印
象
に
残
る
施
策
で
あ
る
。
本

市
も
豊
か
な
自
然
や
食
、
湧
水
な

ど
を
生
か
し
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
べ
き
で
は
。

　　　　
今
回
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
も
参
考
に
な
る
他
自
治

体
の
事
例
な
ど
し
っ
か
り
議
論
し

て
い
く
。

　　　　
震
度
５
以
上
で
作
動
す
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
啓
発
の
考
え
は
。

　　　　
現
在
、
西
諸
広
域
行
政
事
務

組
合
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
補
助
制
度
導
入
の
予
定
は

な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

■
渇
水
の
影
響
と
対
応
に
つ
い
て

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

創
そうせい

生こばやし

吉
よしふじ

藤 洋
よ う こ

子 議員

度重なる災害に備える
答

答答

人
口
減
少
禍
の
課
題

問

問

本
市
の
ご
み
問
題

答

問答意

問

はなみずき№ 7811 金
かねまつ

松 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…会話する前に「あんなー」「あんで
すよ」と無意識に言ってしまいます。

はなみずき№ 78 10永
な が の

野 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…「ありがとう」です。38 年間の会
社生活で培った感謝の心を、これからも大切にします。

頻
発
す
る
大
災
害
へ
の
備
え

問答問答

問答

魅力ある小林に宿泊する戦略を

東川町で生まれた子に贈る椅子

子牛の死亡事故対策を

問答

問答

市民の分別協力でごみ減量が進む

不
調
・
不
落
と
は
、
公
共
工
事
や

業
務
委
託
な
ど
の
入
札
に
お
い

て
、
落
札
者
が
決
ま
ら
ず
不
成
立

の
状
態
に
な
る
こ
と
。

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

答



　
　

　
　

　
　

　
　

西
小
林
地
区
で
児
童
ら
が

機き
じ
ゅ
う
そ
う
し
ゃ

銃
掃
射
を
受
け
た
事
を
、
市
内

の
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
機
会
は
。

　
　

本
年
度
、
市
内
21
校
の
う
ち

８
校
で
授
業
等
の
講
話
の
中
で
触

れ
た
。
９
月
か
ら
開
催
す
る
学
校

巡
回
平
和
展
で
、
し
っ
か
り
伝
え

て
い
く
。

　
　

宮
古
島
訪
問
を
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

　
　

宮
古
島
市
の
平
和
学
習
の
取

組
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
教
職
員
が

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
平
和
学
習
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
同
士
が
平
和
や
互
い
の

文
化
、
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
び

合
う
交
流
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

西
小
林
の
空
襲
や
宮
古
島
か

ら
の
学
童
疎そ

か
い開

、
パ
ラ
オ
か
ら
の

引
揚
げ
、
戦
後
開
拓
な
ど
、
地
域

に
残
る
資
料
や
証
言
を
活
用
し
、

「
小
林
市
な
ら
で
は
の
平
和
教
育
」

を
構
築
で
き
な
い
か
。

　
　

市
内
各
地
域
に
は
、
後
世
に

残
す
べ
き
貴
重
な
戦
争
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
資
料
を
精
査
し
、

適
切
に
保
管
し
た
上
で
、
学
校
教

育
や
市
民
講
座
、
企
画
展
な
ど
で

の
活
用
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
策

定
中
の
小
林
市
文
化
芸
術
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
で
も
、
戦
争
資
料
を
含
む

歴
史
的
資
料
の
保
存
・
活
用
に
つ

い
て
方
向
性
を
示
す
。

故郷の歴史を次世代へ
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

貴
き じ ま

嶋 憲
け ん た ろ う

太郎 議員

答 平
和
教
育
の
取
組
は

　
　

熊
本
地
震
に
対
す
る
本
市
の

支
援
状
況
は
。

　
　

支
援
を
必
要
と
す
る
自
治
体

に
物
資
支
援
を
申
し
出
た
。ま
た
、

職
員
の
派
遣
支
援
を
現
在
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
支
援
を
続
け

て
い
く
。

　
　

被
災
者
受
入
れ
の
考
え
は
。

　
　

一
時
的
な
居
住
の
場
と
し
て

市
営
住
宅
を
５
部
屋
確
保
し
、
受

入
れ
を
行
う
。
既
に
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
周
知
し
て

い
る
。

　
　

金
銭
的
支
援
の
考
え
は
。

　
　

検
討
し
て
い
な
い
。

　
　

市
と
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
派
遣
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　

組
織
的
な
枠
組
み
で
被
災
地

か
ら
情
報
を
収
集
し
、
県
と
一
体

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
現

状
の
枠
組
み
で
行
っ
て
い
く
。

　
　

移
住
支
援
金
の
実
績
は
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
の
小
林
市
移
住
支
援
金
の
実
績

は
、
４
世
帯
10
名
。
県
の
制
度
を

活
用
し
た
小
林
市
ひ
な
た
暮
ら
し

移
住
支
援
金
の
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
の
実
績
は
、
23
世
帯

43
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

■
三
之
宮
峡
の
管
理
整
備
状
況
に

つ
い
て

小林市の被災地支援は
答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会

野
の だ

田 利
としのり

典 議員

熊本地震災害支援ボランティア

答

問 問

問問問
　
　

　
　

　
　

す
で
に
全
国
で
は
７
４
０
自

治
体
、
宮
崎
県
内
で
は
26
自
治
体

の
半
分
の
13
自
治
体
が
補
聴
器
購

入
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　

全
国
的
に
も
県
内
で
も
導
入

す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
各

自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
踏

ま
え
判
断
し
て
い
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　

以
前
か
ら
再
三
求
め
て
い
る

専
門
の
医
師
・
大
学
教
授
ら
を
招

い
て
の
学
習
会
を
実
施
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
　

９
月
中
に
、
お
話
を
聞
く
機

会
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　

　
　

生
徒
数
を
維
持
す
る
見
込
み

の
細
野
中
と
東
方
中
で
は
、
戸
惑

い
の
声
が
聞
か
れ
た
。
学
校
に

よ
っ
て
は
、
５
年
後
の
ス
タ
ー
ト

を
遅
ら
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

５
年
後
の
統
合
が
適
当
だ
と

考
え
る
が
、
保
護
者
や
地
域
の
総

意
と
し
て
声
が
届
け
ら
れ
れ
ば
、

検
討
は
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
　

子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
良
い

教
育
環
境
を
、
先
生
も
一
緒
に

な
っ
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
中
学
校
は
30
人
学
級

を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

　
　

動き出した補聴器助成
答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

日
にほんきょうさんとう

本共産党

橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

答

答

専
門
家
を
招
い
て
学
ぶ
と
答
弁

問問問被
災
地
に
対
す
る
支
援

　
　

　
　

　
　

ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
の
施
工

Ｊ
Ｖ
構
成
員
で
あ
る
前
田
建
設
工

業
が
手
掛
け
た
他
市
庁
舎
で
、
地

震
に
よ
る
免め
ん
し
ん震

装
置
損
傷
が
発
生

し
た
。
指
定
避
難
所
と
し
て
安
全

性
を
絶
対
的
に
担
保
す
る
た
め
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
客
観
的
な
検

証
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

指
定
確
認
検
査
機
関
等
に
よ

る
検
査
を
受
け
、
検
査
済
証
の
交

付
を
経
て
引
渡
し
を
受
け
て
い

る
。
耐
震
性
及
び
安
全
性
は
担
保

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
の
追
加
検

証
は
不
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

災
害
時
に
は
、
物
資
が
集
積

所
か
ら
避
難
所
に
届
く
が
、
最
後

の
１
人
・
１
軒
ま
で
行
き
届
き
に

く
い「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
」

が
生
じ
る
。
本
市
の
対
策
は
。

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
輸
送
中

心
拠
点
か
ら
各
避
難
所
へ
配
送
す

る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
８

年
６
月
に
佐
川
急
便
と
災
害
に
お

け
る
支
援
物
資
の
受
入
れ
及
び
配

送
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
輸
送
問
題
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

新
しんせいかい

生会

能
の せ

勢 誠
まこと

 議員

拠点の安全と物資配送
答

答

問問 ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
解
消

ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
の
検
証

答

問

はなみずき№ 7813 押
おうりょうじ

領司 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…「そうなんですね」が口ぐせです。
新しい出来事や話題を聞くことが多いのでよく出ます。

はなみずき№ 78 12有
あ り き

木 議員
つい言ってしまう口ぐせは？…「だからよ」「じゃったけ？」と会
話の中でつい言ってしまいます。

学
校
統
廃
合
は
必
ず
５
年
後
か

意移
住
・
定
住

答 問

答 問

ラストワンマイル問題解消を

「助成なし」はもはや少数に

忘れてはならない先人達の偉業

パラオと日本友好の館



～
今い
ま
ぼ
う
ご
ん
げ
ん
し
ゃ

坊
権
現
社
の
仁
王
像
～
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小
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史
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ー
ズ 
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戦
後
は
集
会
所
や
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
建
物
が

解
体
さ
れ
た
後
も
、
地
元
の
方
々
が

小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

を
作
り
「
お
み
ど
う
」
と

呼
ん
で
、
今
も
生
花
を
絶
や
さ
ず
大

切
に
祀ま
つ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
静
か
に
見

守
っ
て
き
た
仁
王
様
と
、
地
域
の

人
々
の
温
か
い
想
い
、
レ
ト
ロ
で
情

緒
あ
ふ
れ
る
空
間
。
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
だ
け
で
、
ま
る
で
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
特
別
な
ひ

と
と
き
を
味
わ
え
ま
す
。
写
真
だ
け

で
は
描
き
き
れ
な
い
ど
こ
か
古
き
良

き
雰
囲
気
が
残
る
空
気
感
を
、
ぜ
ひ

現
地
で
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
の
お
で
か
け
の
行
き
先
リ
ス
ト
に

そ
っ
と
保
存
し
て
お
く
の
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。

　

細
野
の
山
中
地
区
に
あ
る
静
か
な

今
坊
地
区
の
道
路
脇
に
は
、
周
囲
の

静
け
さ
に
不
似
合
い
な
ほ
ど
見
事

な
、２
メ
ー
ト
ル
近
い
迫
力
あ
る「
仁

王
様
」
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

お
寺
も
神
社
も
な
い
こ
の
地
に

仁
王
様
が
存
在
す
る
理
由
は
、
か

つ
て
盛
ん
だ
っ
た
「
霧
島
山
岳
信

仰
」
に
あ
り
ま
す
。
当
時
の
今
坊

は
、
修し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

験
者
や
参
拝
者
た
ち
が
集

う
「
宿
し
ゅ
く
ぼ
う坊

（
中
継
所
）」
と
し
て
大

変
な
賑に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
た
場
所
で

し
た
。「
今
坊
」
と
い
う
地
名
や
、

文ぶ
ん
ろ
く禄

５
年
（
１
５
９
６
年
）
と
刻
ま

れ
た
貴
重
な
板い
た
び碑
、今
坊
権
現
跡
が
、

そ
の
豊
か
な
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
　

　
　

　
　

学
校
内
で
の
倒
木
事
故
は
。

　
　

倒
木
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

の
報
告
は
な
い
。

　
　

樹
木
点
検
の
頻
度
と
対
応
は
。

　
　

学
校
で
は
毎
月
１
回
の
安
全

点
検
を
実
施
。
危
険
が
あ
れ
ば
教

育
委
員
会
へ
連
絡
が
あ
り
、
安
全

コ
ー
ン
の
設
置
や
立
入
禁
止
の
対

応
を
実
施
。

　
　

都
市
公
園
の
管
理
状
況
は
。

　
　

市
内
に
３
ヶ
所
都
市
公
園
が

あ
る
。
月
２
回
職
員
が
点
検
し
、

台
風
・
大
雨
後
は
そ
の
都
度
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

全
国
で
倒
木
事
故
に
よ
る
高

額
賠
ば
い
し
ょ
う
償
が
発
生
し
、
財
政
リ
ス
ク

が
大
き
い
。
専
門
家
に
よ
る
定
期

点
検
、
計
画
的
な
伐ば
っ
さ
い採
、
予
算
確

保
が
望
ま
れ
る
。

　
　

取
組
状
況
は
。

　
　

人
口
減
少
や
行
政
需
要
が
複

雑
化
す
る
中
、
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
重
要
な
手
段
と

認
識
。
現
在
、
企
画
政
策
課
・
総

務
課
で
試
行
的
に
使
用
し
、
運
用

方
法
を
検
証
中
。
年
度
内
に
は
全

庁
的
な
導
入
を
開
始
予
定
。

　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
。

　
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
安
全
か
つ
適

切
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
む
。

危険樹木の管理状況は
答答

答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党

竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

学
校
・
公
園
施
設
の
管
理
状
況

市
の
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
の
考
え
方

答

問問

問問

意

定期的な樹木の管理を

今坊のおみどう（御堂）

アクセスマップ

　
　

　
　

令
和
８
年
６
月
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
を
見
る
と
、
65
歳
以
上

が
39
・
３
％
、
15
～
64
歳
が
49
・

９
％
、
14
歳
以
下
が
10
・
８
％
、

と
い
う
人
口
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
数
、
介
護
保
険
を
適
用
す
る

世
帯
数
は
。

　
　

令
和
８
年
８
月
現
在
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
数
２
７
６
４

人
、
世
帯
数
２
５
８
８
世
帯
。

　
　

認
知
症
に
な
る
と
、
自
動
車

の
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
症
状
が
重

く
な
る
に
つ
れ
て
家
族
、
地
域
、

行
政
な
ど
、
そ
の
地
域
全
体
で
支

え
る
課
題
と
な
る
。
介
護
状
態
に

な
る
前
の
フ◇
豆
辞
典レ

イ
ル
や
認
知
症
、

そ
し
て
難
聴
へ
の
予
防
対
策
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

　
　

フ
レ
イ
ル
対
策
や
認
知
症

予
防
、
認
知
機
能
の
低
下
と
の
関

連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
難
聴
へ

の
対
策
に
つ
い
て
も
、
早
期
か
ら

予
防
的
な
取
組
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
、
地
域
づ
く
り
な
ど
を
一
体

的
に
推
進
し
、
誰
も
が
い
つ
ま
で

も
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実

現
に
努
め
る
。

　
　

　
　

人口構造で考える健幸
答答

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
◀

立
りっしんかい

新会

小
お が わ

川 真
まこと

 議員

問問

はなみずき№ 7815 はなみずき№ 78 14

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

答 問

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

フ
レ
イ
ル
と
は
、
年
齢
と
と
も
に

体
力
や
筋
力
、
気
力
が
衰
え
、
介

護
が
必
要
に
な
り
や
す
い
健
康
と

要
介
護
の
間
（
虚
弱
な
状
態
）
の

こ
と
。

小林市令和８年８月の人口構造
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0
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江
え ど だ い か ぐ ら し

戸太神楽師 仙
せ ん わ か

若さん

編 集 後 記
　今号から「議員のひと言コメント」コーナーを
新設しました。議員の素の一面をお伝えすること
ができたでしょうか？
　また、「WEB アンケート」では、より読まれる
議会だよりを目指して、双方向での紙面づくりを
と考えております。どうぞお気軽に声をお寄せく
ださい。
　これからも「はなみずき」をご愛読いただけれ
ば幸いです。

広報広聴委員　橋本　律子

◆次の 12 月定例会（予定）は

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

　開会日…11 月 27 日（金）

一般質問…11 月 30 日（月）～ 12 月 3 日（木）

議案質疑…12 月   7 日（月）

　閉会日…12 月 16 日（水）

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。
464

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和9 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 78　2026.9 月議会号）

丸
まるいちせんおうしゃちゅう

一仙翁社中

１． 仙若さんと江戸太神楽

祝賀会でのご公演の様子

　昨年３月に開催された「下堤改善センター 30 周年

記念祝賀会」 で素晴らしいご公演を披露してくださっ

た仙若さん。 磨き抜かれたその技は、 多くの来場者を

魅
み り ょ う

了しました。

　そんな仙若さんが、 来年２月 28 日（日）開催予定

の「新市誕生２０周年記念 小林市郷土芸能フェスティ

バル」にもゲスト出演される予定です。 伝統に裏打ち

された珠
しゅぎょく

玉の技をぜひ会場でご覧ください。

　野尻町東麓のご出身の仙若（本名 ： 西
に し だ

田 英
ひ で と も

智）

さん。 仙若さんは江戸時代から大切に受け継がれる

伝統芸能「江戸太神楽」 の継承者で、 伝統の重み

を背負いながら、『笑点』 でおなじみの山田たかお

さんらと共に東京 ・ 浅草での公演をはじめ、 お正月

や人生の節目を彩るお祝いの席などで、 人々の心に

寄り添う演舞を披
ひ ろ う

露されてきました。

　　さらに、 近年は世界を巡る豪華客船での公演など

活動の場を世界へも広げ、 日本独自の伝統文化とそ

の誇りを国内外へ力強く発信し続けておられます。

２． 仙若さんの小林市での活動

議員の

イチオシ‼

土瓶の曲


